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安全上のご注意

安全のために次のことは必す守つて下さい

本書は汎用プログラマフルコントローラPROSEO T2シリーズ (T2/T2E/T2N)で使用するパルス入カモジュー

ル 〔P1232/272〕の仕様、取り扱いや注意事項について説明しています。

P1232/272を安,bして使用して頂くために、取り付け、運転、保守、点検の前に必す本書と関連取扱説明書

を熟読し、機器の知識、安全情報、そして留意事項について習勲してから正しく使用して下さい。

【警告マークについて】

本書では、安全事項ランクを 「危険」 「注意」に区別してあります。

◇危険

△ 注 意

:取 り扱いを誤つた場合に、危険な状況が起こりえて、
死亡または重傷を受ける司能性が想定される場合。

:取 り扱いを誤つた場合に、危険な状況が起こりえて、
中程度の傷書や軽傷を受ける可能性が想定される場合、
および物的損害の発生が想定される場合。

なお、 z生週報憲 に記載した事項でも、状況によっては重大な結果に結びつく可能性があります。

いすれも重要な内容を記載していますので必す守つて下さい。

△ 注意
1.安 全のため、T2E/T2Nをお使いいただく前に、剛冊の 「T2製品説明書」または 「T2E/T2N製品説明書」

に記載している 安捲生士Zだめ劫斎 を必す熟読して下さい。

2.取 扱説明書中に記載のサンプルプログラムは、お客様にて動作確認を行った後使用して下さい。誤動

作による事故を防ぐために運用前に十分確認を行つて下さい。

3.通 信用ケープルの接続は正しく接続して下さい。接続が誤つている場合機械の破損や事故が起こる恐

れがあります。
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安全上のご注意

本文中での使用マークにつしヽて

【本文中でのマークについて】

次に示すワクは本書の中で必す読んでいただきたしヽ箇所につしヽています。

P1232/272の取扱いや操作方法などで特に留意していただきたいことが書かれています。必すお読み下

さ い 。
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はじめに

はじめに

本書は PROSEC T2シリーズのパルス入カモジュール 〔P1232/272〕の機能について、その概要および操作

方法について説明したものです。

本書をよくお読みの上、正しくご使用下さしヽ。

なお、本取扱説明書のほかに、以下の説明書が準備されていますので、あわせてお読み下さい。

説明書体系

T2/T2E/T2Nの説明書として以下の種類の説明書を準備しています。          i

T2製品言党q月 (UM―TS02**辛-3001)

T2の 基本的ハードウェアについて構成、仕様、取り付け、配線方法、保守保全方法が説明されて

います。

またT2が 持つている機能と使用方法、ユーザプログラムの作成に必要な情報について説明されて

います。

T2E/T2N奎望占君司沌母周 (UM―TS02E*ネー3001)

T2E/T2Nの基本的ハードウェアについて構成、仕様、取り付け、配線方法、保守保全方法が説明

されています。

またT2E/T2Nが持つている機能と使用方法、ユーザプログラムの作成!子必要な情報について説明

されています。

Tシ リーズ命令語説明書 (UM―TS03料*-3004)

Tシ リーズがサポートするプログラム言語のラダー SFCに ついて、各命令語の仕様詳細が説明さ

れています。

Tシ リーズプログラマ操作説明書 一 入門編 (UM―TS03**ネー3006)           t

プログラマの起動からプログラムの作成、保管、モニタリングなどの基本的な操作手llEが例題に

沿つて説明されています。

Tシ リーズプログラマ操作説明書 一 応用編 (UM―TS03*料-3007)

プログラムの作成や保管、データの設定などのプログラマのコマンド操作が、機能ごとに説明さ

れています。

Tシ リーズコンピュータリンク機能説明書 (UM―TS03*料―J008)

Tシ リーズのコンピュータリンク機能の仕様、使用方法が説明されています。コンピュータリン

クのコマンドについてはこの説明書を参照して下さい。
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1.I P1232/272の概要

1 . 1

はじめに パルス入カモジュール P1232/272は高速のパルスカウンタモジュエルで、東

芝のプログラマブルコントローラT2シリーズに使用します。

P1232/272モジュールには、チャンネル1(OHl)と チャンネル2(OH2)の

2つ のパルス入カチャンネルがあり、チャンネル当たり最大 100kpbsパルス

をカウントできます(90°位相差ノヽイパルスカウンタモードでは最大 50kbps)。

P1232モジュールと P1272モジュールのパルス入力回路には次のような違しヽ

があります。

P1232 電圧入力 D05、12、または24V(1固局」に設定司能)
P1272 ラインレシーノヽ入力 RS-422-Aに 準拠

ノ将ルス入力回路を除けば、P1232とP1272の機能には違しヽがありません。

P1232/272には、次に示すように、合計で7つ の動作モードがあります。

(1)90°位相差バイパルスカウンタモード

(2)UP/DOWNパルスカウンタモード

(3)牙 ―トリセットユニバーサルカウンタモード

(4)ユ ニメヾ―サルカウタンモード

(5)ス ピードカウンタモード

(6)プ ログラマフルインターバルタイマモード

(7)ゲ ートONタイマモード

上記の(1)から(5)のモードでは、P1232/272は外吉8パルスをカウントしま

す。(6)と (7)のモードでは、P1232/272は内きBクロックパルスをカウント

し、結果的にタイマとして機能します。(1)から(7)のモードは、各展、チ

ャンネル1とチャンネル2に 設定できます。

ユーザはP1232/272の動作モードを設定できます。セクション5を参照して

ください。各動作モードの機能概要をセクション1.2に説明してあり、詳孫日

はセクション6の説明にあります。

P1232/272の動作モードを選択すると、広い範囲の用途に利用できます。

２

△ 注意
P1232/272を使うには、適切なモード設定が重要になります。正しく
設定してないと、P1232/272は予期したようには動作しません。

T2-台 で使用できる P1232/272の最大数はソフトウェア上では制限
がありません。ただし、P1232は最大 500mAの内部 D05V電力を消費
し、P1272は650mAの内部 D05V電力を消費します。各電源供給モジ
ュールが消費するD05Vの消費電流合計が制限 (2.5A)内にあるのを
確認してください。詳細は、T2/T2E/T2N取扱説明書を参照してくだ
さしヽ。

- 3 -



1.P1232/272の概要

4.2
動作モードの概要

1,2.1
カウンタ動作モード

このセクションではP1232/272の動作モードの概要を説明します。よく読ん

で動作モードの基本を理解してください。

(1)90°位相差バイパルスカウンタモード

P1232/272は位相が互いに90°シフトしているパルスをカウントします。

A相 パルスはB相 パルスに先行すると、P1232/272はUPカ ウント (加

算)し ます。一方、B相 パルスがA相 パルスに先行すると、P1232/272

は DOWNカウント (減算)し ます。

カウンタはリングカウンタとして機能し、0～ 16777215のデータ範囲

でカウントします。

カウント値が上限値 (16777215)を1上 回ると、0に リセットされます。

カウント値が下限値 (0)を 1下 □ると、上限値 (16777215)にリセッ

トされます。

比較用に2つ のポイントを設定できます。これらのポイントを 「設定値

1」と 「設定値2」で表します。カウント値が設定値イを上回る場合、

P1232/272のハードウェア比較出力 (*Sl)が ONになります。カウント

値が設定値2を 下回る場合、P1232/272のハードウェア比較出力 (*S2)

は ONになります。

注 :上記かつこ内のアスタリスク*はチャンネル (1な しヽし2)を 表

します。lSlと lS2はチャンネル1の 出力に使われ、2Slと 2S2は

チャンネル2の 出力に使われます。

カウント値はP1232/272のバッフアメモリに格納されます。設定値1や

設定値2と 同じように、T2か ら READ命令 (FUN23)または WRITE命令

(FUN238)を使って、この値を読み出したり書き込んだりできます。

パルス形状 (タイムチャート)

A相

B相

A相

B相

」  

U P カウント 0 口算)

〕  

D O W N カウント ( 減算)

△ 注意
ユーザはA相 とB相の機能を交換できます。上記のタイムチャートはデフォ
ルト状態を示してしヽます。この設定には、セクション5を参照してくださしヽ。
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1.P1232/272の 概要

カウンタ動作

16777215

カウント値

0

設定値 1

設定値2

(2)UP/DOWNパルスカウンタモード

P1232/272はA相 に入るパルスを UPカウント (加算)し 、B相 に入る
ノ将ルスをDOWNカウント (減算)し ます。

＊

　

　

　

＊

A 相 口 _ _ _ _ 月 ビ 租 R Л L _ _ _ _ _ 一 一 一 一 ― ― 一 一 一 一 一

B相_____一 一―………………………」孔r日孔同L____
＼     ノ       ＼     /

UPカウント(洵B算) DOWNカウント (減算)

△ 注意
ユーザはA相 とB相 の機能を交換できます。上記のタイムチャートはデ
フォルト状態を示しています。この設定には、セクション 5を参照して
<だ さい。

／ ＼

／
∧

＼

／ ／ ＼ ＼

- 5 -



1.P1232/272の概要

(3)オ ートリセットユニノヽ一サルカウンタモード

P1232/272はA相 に入る単一位相パルスをカウントします。カウント値

が設定値 1に 達すると、その値を0(ゼ ロ)ヘ リセットします。設定値

1は 1～ 16777215の範囲で設定司能です。

A本日 __」」出性上上」」L性上出」」性性上上上上上上上上上上」出性l出」」阻L出」」L阻出_→>

カウント値

(4)ユ ニバーサルカウンタモ‐ド

P1232/272はA相 に入る単一位相パルスを UPカ ウントします。(3)

オートリセットユニバーサルカウンタモードと違しヽ、カウンティング

は上限値 (16777215)に達するまで継続します。カウント値が上限値

を上回ると0(ゼ ロ)ヘ リセットされます。

P1232/272による、設定値1(ISl)の 比較出力を使用できます。

16777215

カウントlLb

＊
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1.P1232/272の概要

(5)ス ピードカウンタモこド

P1232/272は指定のサンプリング時間にA相 に入る単一位相パルスをカ

ウントします。P1232/272はサンプリング8きのカウント値をP1232/272の

メヾッファメモリに書」り当てられているホールドレジスタに転送します。

このモードを使うと、パルス周波数を測定できます。

サンプリング8き間は、0.01秒、0.1秒、1秒のいすれかです。
P1232/272による、設定値1(*Sl)の 比較出力を使用できます。

△T .△ T   △T   △T   △T

設定値 1

カウント値

ホール ド値

△T:サ ンプリングB寺間 =001秒 、0.1秒、1秒のいすれか

＊

ｄ
．
／

ａ中／
レ

レ

身

ａ

ｂ

Ｃ

ｄ

ｅ
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1.P1232/272の概要

(6)プ ログラマブルインターバルタイマモード

外部パルスの代わりに、P1232/272は内部クロックパルスをカウントし

ます。内部クロックの周波数は lkHz、10kHz、100kHzから選択できます。

これ以外の機能は(3)オートリセットユニバーサルカウンタモードの

機能と同じです。

プログラマブルインターバルタイマモードでは、P1232/272はフリーラ

ンエングタイマとして動作します。このモードを使用すると、正確な時

間ベースの制御 (lms、0.lms、または 0.01ms単位)が 司能になります。

カウント値

O
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1.P1232/272の概要

(7)ゲ ートONタイマモード

P1232/272は外部ゲート信号の ON時間を測定するために動作します。

時間はP1232/272の内きBクロックにより測定されます。内音Bクロック周

波数は lkHz、10kHz、100kHzのしヽすれかから選択できます。

ゲート信号が OFFからONに変わると、P1232/272はカウンタ値をリ

セットします。次に信号が ONか らOFFに変わると、P1232/272はカ

ウント値を P1232/272のバッフアメモリに書」り当てられてしヽるホー

ル ドレジスタヘ転送します。

P1232/272による設定値1(*Sl)の 比較出力を使用できます。

ゲー ト信暑

設定値 1

カウント値

ホール ド値

(16777215)
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1.P1232/272の概要

1 . 2 . 2
パルスカウン トモー ド P1232/272には、通常カウントモードと逓倍カウントモードという、2つの

パルスカウントモードがあります。

通常カウントモードでは、P1232/272は立ち上がりまたは立ち下がリエッジ

のパルスでカウントします。一カ、逓倍カウントモードでは、P1232/272は

立ち上がりと立ち下がりの両エッジをカウントします。以下のタイミングチ

ャートを参照してください。チャンネル1とチャンネル2に 対してパルスカ

ウントモードを個局」に指定できます。

90°位相差バイパルスカウンタモード

く通常カウントモード〉

A相

B相

U Pカウント

く逓倍カウントモー ド〉

DOWNカウント

A相

B相

UPカウント

90°位相差ノヽイパルスカウンタモード以外i

く通常カウントモード〉

DOWNカ ウント

禽苫晶督夢炉生
せ二こと王[二1王」ア

~L~

カウント

く逓倍カウントモー ド〉

A/B相 または

内き8クロック

- 1 0 -
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1.P1232/272の概要

ｒ

　
ゴ

６
０

Ｓ２
０

Ｇ
Ｏ

Ｓ２
０

０
０

Ｍ
Ｏ

Ｂ
Ｏ

Ｓｉ
Ｏ

Ａ

Ｏ

Ｗ

Ｏ

Ａ

Ｏ

脚

Ｏ

。
３

観

１

ト向
７

外部コネクタ (40-pin)

△ 注意
ケこブル側コネクタ (ハンダ付けタイプ)は 標準添附品です。

P 1 2 3 2モジュール : P 1 2 3 2
P 1 2 7 2モジュール : P 1 2 7 2

P 1 2 3 2モジュール : 5 - 2 4 V d c  l N
P 1 2 7 2モジュール : R S 4 2 2  1 N
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1.P1232/272の 概要

動作表示 LED

P1232/272の動作状態を表示するもので、チャンネル毎に6つ の LEDがあります。

Ａ A相 パルス入力がONのときに点灯 (注1を参照)
Ｂ B相 パルス入力がONのときに点灯

G ゲート入力とソフトゲートが共にONのときに点灯 (注2を参照)
Ｖ
Ａ

Ｅ
Ｌ 外部リミット入力 (EXT)が ONのときに点灯

比較出力 (*Sl)が ONの とき点灯

比較出力 (*S2)が ONの とき点灯

△ 注意
(1)プ ロクラマブルインターパルタイマモードとゲートONタイマモード

では、このとEDは内部クロックに制御されます。

(2)ソ フトゲートに関しては、セクション4.1を参照してください。

DIPスイッチ
・入力電圧設定スイッチ (P1232のみ)

DIPスイッチ Wl～W8は D012V/D024V入力選択に使用します。選択しケーブ

ル接続して下さしヽ。

D05V選択時はケーブルを直接コネクタに接続して下さい。D05V選 択時は

Wl～W8の設定は必要ありません。
・その他のスイッチ

DIPスイッチ Wllと W12は P1232と P1272の両モジュールに装着されてい

ます。Wllは P1232/272の内部メモリ初期化のタイミング指定に使います。

左側

W l l とW 1 2

ヽ

入力電圧の選択 (P1232のみ)個 居」設定可能

機能 設定

12V側 24V側
Ｗ チャンネル1,A相 Ｖ 24V
Ｗ チャンネル1,B相 Ｖ 24V
Ｗ チャンネル1,M相 Ｖ 24V
Ｗ チャンネル2,A相 Ｖ 24V
Ｗ チャンネル2,B相 Ｖ Ｖ

Ｗ チャンネル2,M相 Ｖ 24V
Ｗ チャンネル1ゲート入力 Ｖ 24V
Ｗ チャンネル2ゲート入力 Ｖ 24V

右側

Wl―W8

Wll、W12 Wl―W8

機能選択 (P1232と P1272)通 常3側 固定

設定 機能
Ｗ 3側 電源投入時とRUNモード遷移

時に初期化 (カウントクリア)

恨 電源投入時に初期化

(カウントクリア)
Ｗ 3側 末使用 (3側 に設定)

△ 注意
工場出荷時のスイッチ設定はWl―W8は全て 12V側、Wll,W12は全て3側 です。
スイッチを操作する時はピンセットの先端又は相当の治具を使用して下さしヽ。
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1.P1232/272の概要

外部コネクタ

提供する 40ピンコネクタ (メス)は 外部信号の接続用です。

くP1232〉

△ 注意
(1)A相 、B相 、M相 、G相 、EXT相の入力の内部回路は互いに絶縁され

ています。

(2)外 部配線の場合、セクション3を参照してくださしヽ。

ピン番号

機能 名称 Ａ Ｂ 名称 機能

チャンネル1、A相入力 Ａ
1

Ａ
Ａ チャンネル1、A相入力

チャンネル1、B相入力 ｎ
ｒ

Ｄ
Ｄ

２ ２ Ａ

Ｄ
Ｄ

３ ３ Ｄ
Ｄ チャンネル1、B相入力

チャンネル1、M相入力 Ｄ
ｒ

Ｍ
Ｍ

４ ４ Ｍ
チャンネル1、M相 入力

Ｍ ５ ５ ｎ
ｒ

Ａ
【 チャンネル2、A相入カ

チャンネル2、A相入力 Ａ ６ ６ 2A12

チャンネル2、B相入力 Ｄ
ｒ

Ｄ
Ｄ ７ ７ Ｄ

Ｄ チャンネル2、B相入力
Ｄ
Ｄ ８ ８ Ｏ

ｒ
Ｍ
Ｍ チャンネル2、M相入力

チャンネル2、M相入力 Ｍ ９ ９ Ｍ

チャンネル1ゲート入力 企
ｕ 0

た
ｕ チャンネル1ゲート入力

た
ｕ 1

企
ｕ チャンネル2ゲート入カ

チャンネル2ゲート入力 た
ｕ 2

た
ｕ

チャンネル1外部リミット入力 lEXT― 3 lEXT十 チャンネル1外部リミット入力

チャンネル2外部リミット入力 2[XT― 4 2EXT+ チャンネル2外部リミット入力

チャンネル1比較出力2 5 チャンネルギ比較出力1

チャンネル2比較出力2 6 チャンネル2比較出力2

末使用 7 末使用

D024V入 力
Ｏ
ｒ 8

め
ｒ D024V入 力

比較出力用 OV Ｎ
9

Ｎ
比較出力用 OV

末使用
細

備者

A相 、B相、 M相 、ゲート入力の場合、信号名の意味は次のとおりです。

P

P・…・十電圧入力 (D024,12,5Vのいすれか)

5・…・D05V入力用の OV端子

12・…・D012Vま たは 0024V入 力用 OV端 子

A、 B、 Mま たはG… … 信号タイプ

1または2… … チャンネル1またはチャンネル2
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1.P1232/272の 概要

くP1272〉

ピン番号

機能 名称 Ａ Ｂ 名称
し
ヒ

ム
ロ機

チャンネル打、A相 (+ Ａ
〔 1 1 一

Ａ チャンネル1、A相 (一

チャンネル1、B相 (十 ＋Ｄ
Ｄ

２ ２
“

Ｄ
Ｄ チャンネル1、B相 (一

チャンネル1、M相 (十 ＋Ｍ
Ｍ

３ ３
一

Ｍ チャンネル1、M相 (一

チャンネル2、A相(十 ＋Ａ
〔

４ ４ “
Ａ チャンネル2、A相 (一

チャンネル2、B相(十 十Ｄ
Ｄ

５ ５
一

Ｂ チャンネル2、B相(一

チャンネル2、M相(十 十Ｍ
Ｍ

６ ６
一

Ｍ
Ｍ チャンネル2、M相 (一

ラインレシ寸 ツヽケルわンド 企
ｕ

７ ７ た
ｕ ラインレシァメツグナルグランド

チャンネル1ゲート入力
1624 ８ ８ ｎ

ｕ チャンネル1ゲート入力
Ｄ
Ｆ ９ ９ Ｏ

ｒ

チャンネル2ゲート入力
チャンネル2ゲート入力 企

ｕ 2624

末使用 末使用

チャンネル1外部リミット入力 lEXT一 lEXT十 チャンネル1外吉『リミット入力

チャンネル2外部リミット入力 2EXT― 2EXT+ チャンネル2外吉8リミット入力

用使末 末使用

チャンネル1比較出力1 チャンネル1比較出力1

チャンネル2比較出力2 チャンネル2比較出力2

未使用 末使用

D024V入力 D024Vヲ(ジD

比較出力用 OV ｍ
Ｎ

ｍ
Ｎ 比較出力用 OV

末使用 末使用

備者

A相、B相、M相の場合

l A 十

ゲート入力の場合、信号名の意味は次のとおりです。

十電圧入力 (D024Vまたは D012V)

D012V入力用の OV端子

0024V入力用の OV端子

1または2… … チャンネル1ま たはチャンネル2

△ 注意
(1)A相 、B相 、M相 、G相 、EXT相 の入力は EIA RS-422-A(Am26LS31

または同等規格)に 準拠します。

(2)外 部配線の場合、セクション 3を参照してくださしヽ。
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2.仕 様

2.1
-般 仕様

2.2
機能仕様

注(1):T2電 源モジュールは最大 2.5Aの内部 D05Vを供給できます。この内

部 D05Vの電源モジュール毎の電流消費は制限を越えないことを確

認してください。

注(2):外 き『回路と内吉B回路との間

項 目 P1232 P1272 備者

電力電圧 D05V(バ ックプレーンバスから供給)

消費電流 最大 500mA(D05V) 最大 650mA(D05V) 注 ( 1 )

環境条件 T2仕 様に準拠

絶縁抵抗 10M Ω(D0500V) 注 (2)

耐圧電圧 A01500V-1分 A0500V-1の 注 (2)

重量 250g

項 目 仕様

モジュールタイプ パルス入力

1/0書」当タイプ X+Y 2W

パルス入カチャンネルの数 2チ ャンネル

カウンタ構成 24-bit、バイナリカウンタ
カウント値=0～ 16777215

入カパルス周波数 最大 100kbps(90°位相差バイメWレスを除<)

最大 50kbps(90°位相差バイパルス)

カウンタ動作モード ・90°位相差バイパルスカウンタ
・UP/DOWNパルスカウンタ
・オートリセットユニノヽ一サルカウンタ
・ユニアヽ―サルカウンタ
・スピードカウンタ
・プログラマブルインターバルタイマ
・ゲートONタイマ

パルスモードカウンタ ・通常モード (1カ ウント/パルス)
・逓倍カウントモード (立ち上がりと立ち

下がリエッジ)

ハードウェア比較出力機能 各チャンネル毎に2ポ イン ト (トランジス

タ出力)
*Sl:カ ウント値 〉設定値 1の とき ON
*S2:カ ウント値 く設定値2の とき ON

その他の機能 外部ゲート3翁制 ON

A相 とB相 の機能交換
カウンタディスエーブル
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2.仕 様

2.3

入力/出力仕様  ,入力

くP1232〉

項 目 仕様

A相

B相

M相

ゲー ト

(G相 )

入力電圧 D05V、±5% D012V、±5% D024V、±5%

入力電流 15.5mA 15mA 12.5mA

最小 ON電 圧 3.75V 9.5V Ｖ

最大 OFF電 圧 1,25V 2.5V Ｖ

パルス時間

(ONレベル/OFFレベル)

5μs以上  (9日立相差バイパルスを除<)

10μs以 上 (9側立相差バイパルス)

ON/OFF提竪示多 1.5μs以下 (90°位相差バイメWレスを除く)

3μs以 下  (9側立相差バイメリレス)
ＴＸＥ 入力電圧 D012-24V、+10%/-15%

入力電流 10冊A (D024V)

最J OヽN電 圧 Ｖ

最大 OFF電 圧 3.5V

ON遅 延 10ms以下

OFF遅 延 15ms以下

くP1272〉

項 目 仕様

相

相

相

Ａ

Ｂ

Ｍ

電気仕様 EIA RS-422-AIこ準拠

(ラインレシーバ:Am26LS31または同等

規格)

パルス期間

(ONレベル/OFFレベル)

5μs以上  (9日立相差バイメモルスを除く)

10μs以上 (9日立相差バイメリレス)

ON/OFF撻望示多 1.5μs以下 (90地相差バイメWレスを除く)

3μs以下  (90°位相差バイメWレス)

ゲート

(G相 )

入力電圧 D012V、±5% D024V、±5%

入力電流 Ａ
ｍ 12.5mA

最J OヽN電 圧 9.5V Ｖ

最大 OFF電 圧 Ｖ Ｖ

Ｔ
，

Ｖ
Ａ

Ｅ
Ｅ 入力電圧 D012-24V、+10%/-15%

入力電流 10mA (D024V)

最小 ON電 圧 Ｖ

最大 OFF電 圧 3.5V

ON遅 延 10ms以下

OFF運 延 15ms以下
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2.仕 様

・出力

くP1232/ P 1 2 7 2〉

項 目 仕様

l S l

l S 2

2 S l

2 S 2

出力方法 トランジスタ出力 (シンクタイプ)

出力電圧 D010-30V

出力電流 100mA以下

ON時 電圧降下 1.OV以下

OFF時 リーク電流 0,lmA以下

ON遅 延 lms以下

OFF遅 延 lms以下
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2.仕 様

2.4
入力/出力内吉8回路 ・パルス入力回路 (A相 、B相 、M相 、ゲート)

くP1232〉

AP/8P/MP/GP

A5/85/M5/G5

A12/812/M12/612

くP1272〉

A―/8-/M―

A十/B十/M十

外部リミット入力 (EXT)

くP1232 / P 1 2 7 2〉

+EXT

- 2 0 -



2.仕 様

・ハードウェア比較出力回路 (l Sl、lS2、2Sl、2S2)

くP 1 2 3 2 / P 1 2 7 2〉

P24(24Vdc)

l Sl(OHl)

lS2(OHl)

2Sl(OH2)

- 2 1 -
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3.配 線

3.1
コネクタピン書」当 以下に掲げる表はP1232/272の外部信号コネクタのピン督」当を示します。

くP1232〉

ピン番号
し
し

▲
目機 名称 Ａ Ｂ 名称 機 能

チャンネル1、A相入力 Ａ
1

Ａ
〔 チャンネル1、A相 入力

チャンネル1、B相入力 ｎ
ｒ

Ｄ
Ｄ

２ ２ lA12
Ｄ
Ｄ

３ ３ Ｄ
Ｄ チャンネルイ、B相入力

チャンネル1、M相入力 ｎ
ｒ

Ｈ
ＩＷ ４ ４ Ｍ チャンネルイ、M相入力
Ｍ ５ ５ Ａ チャンネル2、A相入力

チャンネル2、A相入力 Ａ ６ ６ 2A12

チャンネル2、B相入力
Ｄ
Ｄ ７ ７ Ｄ

Ｄ チャンネル2、B相入力
Ｄ
Ｄ ８ ８ Ｍ

Ｍ チャンネル2、M相入力

チャンネル2、M相入力 Ｍ ９ ９ Ｍ

チャンネル1ゲート入力 Ｄ
ｒ

た
ｕ

た
ｕ チャンネル1ゲート入力

企
ｕ

た
ｕ チャンネル2ゲート入力

チャンネル2ゲート入力 企
ｕ

た
ｕ

チャンネル1外部リミット入力 lEXT― lEXT十 チャンネル1外部リミット入力

チャンネル2外部リミット入力 2EXT― 2EXT+ チャンネル2外部リミット入力

チャンネル1比較出力2 チャンネル1比較出力1

チャンネル2比較出力2 チャンネル2比較出力2

末使用 用使末

D024V入力
め
ｒ

Ｏ
ｒ D024V入 力

比較出力用 OV
側
Ｎ

ｍ
Ｎ 比較出力用 OV

末使用 末使用

備者

A相 、B相 、M相 、

l A P

ゲート入力の場合、信号名の意味は次のとおりです。

P・…・十電圧入力 (D024、12、5Vのいすれか)

5・…・D05V入力の OV端子

12・…・D012VまたはD024V入力の OV端子

A、 B、 Mま たはG… … 信号タイプ

1または2… … チャンネル1またはチャンネル2

△ 注意
ケーフル側コネクタ (ハンダ付けタイプ)は 標準添附品です。
圧接タイプが必要な場合 FON-3673040-AU(富士通硼製)を 局」途御購入下
さい。
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3.配 線

くP1272〉

ピン番号

機能 名称 Ａ Ｂ 名称 機能

チャンネル1、A相 (十 ＋Ａ
〔 1 一

Ａ チャンネル1、A相一

チャンネルギ、B相 (十 キＤ
Ｄ

２ ２
〓

Ｂ チャンネル1、B相一

チャンネル1、M相(十 ＋Ｍ
Ｍ

３ ３
”

Ｍ チャンネル1、M相一

チャンネル2、A相(十 2A+ ４ ４ 〓
Ａ チャンネル2、A相一

チャンネル2、B相(十 ＋Ｄ
Ｄ

５ ５ 一
Ｂ チャンネル2、B相一

チャンネル2、M相(十 ＋Ｍ
Ｍ

６ ６
一

Ｍ チャンネル2、M相一

ラインレシーブヽシグナルグランド ６ ７ ７ 企
ｕ ラインレシーバシグナルグランド

チャンネル1ゲート入力 lG24 ８ ８ 企
ｕ チャンネル1ゲート入力

た
ｕ ９ ９ 企

ｕ チャンネル2ゲート入力

チャンネル2ゲート入力 企
ｕ 0

た
ｕ

末使用 1 末使用

チャンネル1外部リミット入力 lEXT― 2 lEXT+ チャンネル1外部リミット入力

チャンネル2外部リミット入力 2EXT― 3 2EXT+ チャンネル2外部リミット入力

末使用 4 用使末

チャンネル1比較出力1 5 チャンネル1比較出力1

チャンネル2比較出力2 6 チャンネル2比較出力2

末使用 7 末使用

DC24V入力 8 D024V入力

比較出力用 OV Ｎ
9

Ｍ
Ｈ 比較出力用 OV

末使用 末使用

雁
一Ａ相、
‐Ａ一

B相 、M相 の場合

十

ゲート入力の場合、信号名の意味は次のとおりです。

十…… 十電圧
一…… …電圧

A,Bま たはM… … 信号タイプ

1または2… … チャンネル1またはチャンネル2

P・…・十電圧入力 (D024Vまたは D012V)

12・…・D012V入力用の OV端子

24・…・D024V入力用の OV端子

G… … ゲート入力

1または2… … チャンネル1またはチャンネル2

△ 注意
ケーブル側コネクタ (ハンダ付けタイプ)は 標準添附品です。
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3.配 線

3.2

信号接続  動作モードにより、信暑接続は異なります。このセクションでは各信暑の

接続方法を説明します。使用する信号の動作モードを参照してくださしヽ。

・パルス入力信号

くP1 2 3 2〉

信号電圧として、D05、12、24Vのいすれかを使用できます。

D05Vの場合、端子Pと 端子5を 使用します。

D012または 24Vの場合、端子Pと 端子 12にケーフルを接続 します。

D012Vまたは 24Vの場合、DIPスイッチ Wl～W8で 指定します。セクション

1.3を参照してください。

端子Pと 端子5の 間またはP端 子と端子 12との間に電圧印加時、P1232信

号が ONになります。

下図に接続例を示します。

DC5V入カシステムの場合 !

シール ド付きツイス トペアケーブル P1232

信暑  ピン番暑

パルスジェネレータ

ゲート信号

リミット信号

かつこ内のピン番暑

はチャンネル2の 場

合です。

D012-24V

- 2 7 -



3.配 線

くP1232〉

DC12Vまたは D024V入カシステムの場合 :

シールド付きツイストペアケーブル P1232

信暑  ピン番暑

パルスジェネレータ

D012Vまたは24V

D012Vまたは24V かつこ内のピン番号

はチャンネル2の 場

合です。リミット信号

△ 注意
A、 B、 M、 Gは 、P1232にある DIPスイッチを設定し、D012または 24V
に指定して下さい。セクション 1.3を参照してください。

DC12-24V
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3.配 線

〈P1272〉

ラインドライパタイプのパルスジェネレータはP1272で使用されます。
RS-422A仕様です。

ゲート (G)入 力の揚台、D012または 24Vのしヽすれかを使用できます。
D012V入力の場合、GP端子と612端子を使用します。

他方、D024V入力の場合、GP端子とG24端子を使用します。

十端子の電圧が一端子より高い揚台、P1272は信暑が ONであることを認識

します (A、 B、 Mの いすれかを表す)。

下図に接続例を示します。

シール ド付きツイス トペアケーブル P 1 2 7 2

信号  ピン番号

パルスジェネレータ

ゲート信暑

D012Vまたは24V

リミット信号

かつこ内のピン番暑

はチャンネル2の 場

合です。

△ 注意
ゲート信号の場合、御使用する機器により 612か 624端子を選択します。
D012Vを使用するときには 612を使用し、D024Vを使用するときには 624
端子を使用してください。

DC12-24V
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3.配 線

・ハードウェア比較出力信号

ハードウェア比較出力は2点 各チャンネルごとにあります。

lSlとlS2はチャンネル1用、2Slと2S2はチャンネル2用 です。

出力方法はDV24Vトランジスタ出力 (シンクタイプ)で す。

下図に接続例を示します。

P 1 2 3 2 / P 1 2 7 2

信暑  ピン番暑
員簡

Ｄ
Ｄ

Ａ

Ｄ
Ｄ

2S2 Ａ

Ａ と Ｂ

~ 1■
ｍ
Ｎ A19と B19

D024V

△ 注意
(1)ハ ードウェア比較出力機能は、出カイネーフルフラグが ONに設定さ

れると、使用可能になります。出カイネーブルフラグについては、セ
クション4.1を参照してください。

(2)ハ ードウェア比較出力を使用しない場合、D024V電源は必要ありま
せん。
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3!配 線

3.3

配線手順
圭思注

T2と P1232/272への電源を切つてから、配線を行つてくださしヽ。
電源が入の状態で行ないますと、感電や P1232/272を損傷する場合があり
ます。

・ノイズの影響を最小限に抑えるために、パルス入力信号用シールド付きツ

イストペアケーブルを使用してください。

・通常、ケーフルシールドを T2のフレーム接地 (ユニット固定ネジ)へ 接続

します。ただし、揚合によつては、パルスジェネレータの接地に接続すると、

より安定した動作となる場合があります。この場合、ケーブルシールドをT2

のフレーム接地から切り離し、信暑点接地を保持します。

・必要な信号は P1232/272の動作モードによります。必要な信号につしヽては、

動作モードを参照してください。
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4.レ ジスタ構成

4.1
1/0書」当と1/0レジスタ P1232/272には 1/0書」当の 1/0タイプ 「XtY 2W」があります。構成している

P1232/272を使って自動 1/0督」当を実行すると、次の 1/0割当テーブルが T2

に作成されます。

自動 1/0割当を実行すると、X+Y2Wと 設定されます。

(T―PDS画面サンプルーP1232/272がユエット0の スロット0に 挿入されてしヽ

る場合)

00-Pu

08-00

00-01

00-02

00-03

00-04

00-05

00-06

00-07

nn_nR

ＹキＸ Ｗ２

次に、2つ の 1/0レジスタ、XW(n)、 YW(nⅢl)が P1232/272に指定されます。
上記の例では、XW000とYW0001が指定されます。
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4.レ ジスタ構成

下の表は P1232/272に 割り当てられた 1/0レ ジスタの機能を示します。

Ｆ

XW(n)

YW(n+1)
用使末

末使用 (0)

チャンネル2 チャンネル1

(CH2)  (CHl)

ステータス

コマンド

レジスタ ビット 名称 説 明

XW (n)

〓
Ｆ 末使用 (データが未定義)
７ OH2ゲート

ステータス
1:OH2の ゲート入力とソフトゲートが

ONの場合
６ OH2 EXT

ステータス

1:OH2の EXT入力がONの場合

５ OH2が 設定値

2未 満

1:OH2カ ウント値 く設定値2の 場合

４ OH2が 設定値

1超 加

110H2カ ウント値 〉設定値 1の 場合

３ OHlゲート
ステータス

1:OHlの ゲート入力とソフトゲートが
ONの場合

２ OHl EXT

ステータス

1:OHlの EXT入 力が ONの 場合

可 OHlが 設定値

2未 満

1:OHlカ ウント値 く設定値2の 場合

０ OHlが 設定値

1超 加

1:OHlカ ウント値 〉設定値 1の 場合

YW (nⅢl)

¨ 末使用 (0に 設定)
７ OH2ヲ(ヲD―

ァィスエーブル

1に 設定して OH2の カウント入力を使用

不可にします。
６ OH2出カー

イネーフル

1に 設定して OH2の 比較出力を使用司能
にします。

５ 末使用 (0に 設定)
４ OH2ソフト

ゲート

1に 設定して OH2の カウンタ機能を使用

電能にします。
３ OHl入カー

ァィスエーブル
1に設定して OHlの カウント入力を使用

不司にします。
２ OHl出カー

イネーフル

1に設定して OHlの比較出力を使用司能
にします。

1 末使用 (0に 設定)
０ OHlソフト

ゲート

1に 設定して OHlの カウンタ機能を使用

司能にします。
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4.レ ジスタ構成

4.2
P1232/272ノヾッファ P1232/272のカウント値、設定値、動作モードデータ、などの情報はP1232/272

メモリ のパッフアメモリに格納されます。

このセクションではバッファメモリの内容とバッファメモリにアクセスする

方法を説明しています。

4.2.1

メモリマップ P1232/272にはパッファメモリがあり、T2とのデータ交換に使用されます。
バッフアメモリのメモリマップは次のとおりです。

アドレス ワードデータ

H8000

H8002

H8004

H8006

H8008

H800A

H8000

H800E

H 8 0 1 0

H 8 0 1 8

H 8 0 1 9

H 8 0 1 A

H 8 0 3 F

積

剰鷹 |
げめ 鮪
諭 キ !
帝ヤ'″ヨ聖姥
i称"1邪贈!

懃 麟

瑞 艦
アクセス禁止

チ|やツ味お千籠|■ド

チ|ヤシ率期2時準革|

アクセス禁止

チャンネル1カ ウンタレジスタ (24ビット)

チャンネル1上限比較値 (24ビット)

チャンネル1下限比較値 (24ビット)

チャンネル1ホ ールドレジスタ (24ビット)

チャンネル2カ ウンタレジスタ (24ビット)

チャンネル2上 限比較値 (24ビット)

チャンネル2下 限比較値 (24ビット)

チャンネル2ホ ールトレジスタ (24ビット)

△ 注意
ホール ド値 (H8007-H8000とH800F―H800[)は読出し専用です。

一方、モードレジスタ (H8018とH8019)は書込み専用です。

その他のア ドレスは読み書き両方に使用できます (アクセス禁止範囲を
除く)。
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4.レ ジスタ構成

4 . 2 . 2
ノヾッファメモリ

アクセス
T2は P1232/272のパッフアメモリの内容をREAD命令 (FUN0237)を使つて

読み出しできます。T2は WRITE命令 (FUN0238)を使つてパッフアメモリヘ

データを書き込みできます。

READ百お青き (FUNC237)

式 :

―E(A)READ(B)→ (C)ト

オペランド:

(A):  P1232/272に指定された 1/0レジスタ (XW/YW)

(B):  読み出されるノヽッファメモリの開始アドレス

(B)+1:読 み出されるワード数 (P1232/272の場合 :最大 16)

(C):  宛先の開始レジスタ

例 :

MOV D4000 ]―――[ 00016 MOV

READ D4000 -→ D1000 ]

R0100がONのとき、アドレスH8000から始まるバッフアメモリデータの 16

ワードが P1232/272から読み出され、XW000に書」り当てられます。このデー

タはD1000以降に格納されます。

８

　

　

Ｗ

００■
巴
ド
ー

- 3 8 -



4.レ ジスタ構成

WRITE古高青き (FUN0238)

式 :

→ ( A ) W R I T E ( B ) →( C ) ト

ソースの開始レジスタ

書き込みされるパッフアメモリの開始ア ドレス

:書き込みされるワード数 (P1232/272の場合 :最大6)

P1232/272に指定された 1/0レジスタ (XW/YW)

オペランド:

( A )

( B )

( B )

( C )

例 :

‥

・
・
十

…

1堅
‖1型―
[:|;十‖十+|十!||十lli二ii+||||」とと!!士!!二二ここここここここここここここ|

R0101がONのとき、アドレスD2000(D2000とD2001)から始まるデータの2

ワードがP1232/272のパッフアメモリアドレスH8018とH8019に書き込まれ、

YW001に割り当てられます。
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4とレジスタ構成

4 . 2 . 3

カウン ト値 レジスタ  アドレスH8000、H8001、H8008、H8009はチャンネル1とチャンネル2の カウ

ント値を、各々、格納します。

このデータは、READ命令で、読み出されます。WRITE命令を使つて、カウン

ト値を書き込み (変更)で きます。

くチャンネル1〉

F         8 7 OF

末使用 (常時0)1カ ウント値 (上位) カウント値 (下位)

アドレスH8001

くチャンネル 2〉

アドレスH8000

8 7 O F

末使用 (常時0)lカ ウント値 (上位) カウント値 (下位)

ア ドレス H8009 ア ドレス H8008

カウント値は 24ビット長です。

下位アドレス (アドレスH8000またはH8008)にはカウント値の下位 16ビッ

トが格納されます。

上位アドレス (アドレス H8001または ‖8009)にはカウント値の上位8ビ ッ

トが格納されます。

これらの連続する2つ のアドレスは 24ビ ットのカウント値レジスタを構成

します (カウント値 :0～ 16777215)

上位アドレスの上位8ビ ットは全て0で す。ダブルワード(32ビット)デ ー

タをこれらのアドレスヘ書き込みする (カウント値をプリセットする)と 、

上位8ビ ットが0に なるはすです。

カウント値レジスタはゲート条件が満たされるタイミングでクリアされ0に

なります。

＼ノ

ＫノＫ

△ 注意
本書ではダブルワード (32ビット)レ ジスタは、次のように表されます。

上位レジスタ :下位レジスタ

例 :

D0011 - D 0 0 1 0 ,…T2のレジスタ

H8009- H 8 0 0 8 . . . P 1 2 3 2 / 2 7 2のバッフアメモリア ドレス
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4.レ ジスタ構成

4 . 2 . 4
上限および下限比較値 アドレス月8002からH8005およびH800AからH800Dは、各々 、チャンネル1

レジスタ とチャンネル2の比較値を格納します。上限比較値は設定値1、下限比較値
は設定値2と 呼びます。これらのデータの機能はカウンタ動作モードに左

右されます。WRITE機能を使つてこれらのデータを書き込むことができます。

さらにREAD命令を使つてこれらのデータを読み出すこともできます。

くチャンネル1-設定値1〉

F        87        0F

末使用 (常時0) 設定値 1(上 位) 設定値 1(下 位)

ア ドレス H8003            ア ドレス H8002

くチ ャンネル 1-設 定値 2〉

F        87        0F

末使用 (常時0) 設定値2(上 位) 設定値2(下 位)

ノ (

アドレスH8005            アドレスH8004

くチャンネル2-設定値1〉

F         8 7         0 F

末使用 (常時0) 設定値1(上 位) 設定値 1(下 位)

ノ (

アドレスH800B            アドレス H800A

くチャンネル 2-設 定値 2〉

F        87        0F

末使用 (常時O) 設定値2(上 位) 設定値2(下 位)

ノ (

アドレスH800D ア ドレス H8000

比較値 (設定値 1ま たは2)は 24ビ ットです。

下位ア ドレスには比較値の下位 16ビットが格納されます。上位ア ドレスには

比較値の上位8ビ ットが格納されます。

連続するこれらの2つ ア ドレスは 24ビ ットの比較値レジスタを構成します。

上位ア ドレスの上位8ビ ットは全て0で す。ダブルワード (32ビ ット)デ ー

タをこれらのア ドレスに書き込む (比較値を設定する)と 、上位8ビ ットは

0に なります。

くノ
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4.レ ジスタ構成

4 . 2 . 5

ホール ド値 レジスタ アドレスH8006、H8007とH800E、H800Fには、各々、チャンネル1と 2の ホ
ールド値が格納されます。これらのデータはT2へ読み出しできます。上記ア

ドレスヘのデータ書込みは禁止されています。

くチャンネル1〉

F         8 7         0 F                O

末使用 (常時0)1ホ ール ド値 (上位) ホール ド値 (下位)

アドレス‖8007

くチャンネル 2〉

F         8 7         0 F

ア ドレス H8006

末使用 (常Bき0)1ホ ールド値 (上位) ホールド値 (下位)

ノ (

ア ドレス H800F アドレス H800E

ホールド値は 24ビット長です。

下位アドレスには、ホールド値の下位 16ビットが格納されます。

上位アドレスには、ホールド値の上位8ビ ットが格納されます。

連続するこれら2つ のアドレスは 24ビ ットのホールド値レジスタを構成し

ます。

上位アドレスの上位8ビ ットは全て0で す。

ホールド値レジスタはゲート条件 OFFのタイミングでその時のカウント値を

格納します。

Ｋノ
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4.レ ジスタ構成

4 , 2 . 6
動作モードレジスタ チャンネル1の動作モードは、該当するデータをアドレスH8018に書き込む

と設定されます。

チャンネル2の 動作モー ドは該当するデータをア ドレス H8019に書き込むと

設定されます。

動作モー ドの設定は P1232/272を使用するうえで重要になります。

この動作モードの設定法については、セクション 5を参照してくださしヽ。

これらのアドレスからのデータ読み出しは禁止されています。

くチャンネル1〉

H8018

F E D C B A 9 8 7 6 5 4 3 2  1  0

末使用 (0)1      動作モードデータ

セクション5.3を参照 」

くチャンネル2〉

H8019

F E D C B A 9 8 7 6 5 4 3 2 1  0

末使用 (0)1      動作モー ドデータ

セクション5,3を参照 一一一一l
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5:動 作モー ドの設定

5。1
モード設定の概要 P1232/272には以下の動作モードがありますと

次の a、b、c、dの各機能は組み合わせで指定します。

a.カ ウンタ動作モード

(1)90°位相差ノヽイパルスカウンタモード

(2)UP/DOWNパ ルスカウンタモード

(3)オ ートリセットユニパーサルカウンタモード

(4)ユ エバーサルカウンタモード

(5)ス ピードカウンタ (サンプルタイム:0.01s、 0.ls、 ls)

(6)プ ログラマブルインターパルタイマモード(内部クロックil kHz、10 kHz、

または 100kHz)

(7)ゲ ートONタイマモード(内部クロック :l kHz、10 kHz、または 100 kH2)

b.パ ルスカウントモード

上記の各カウンタ動作モードの場合、パルスカウントモードを通常カウント

モードか逓倍カウントモードから指定できます。パルスカウントモードにつ

しヽては、セクション1.2.2を参照してください。

c.ゲ ート強制

(7)を除く上記の各カウンタ動作モードの場合、ゲート強制機能を使用で

きます。ゲート強制を指定すると、ゲート信号配線が実際に無くとも、外

部ゲート信号が常にONと して認識されます。

d.A/B相 の交換

上記(1)と (2)のカウンタ動作モードの場合、A相 とB相 の機能を交換でき

ます。

つまり、この設定により、カウンティング方向 (UPまたは DOWN)を変更でき

ます。

この動作モードを設定するには、P1232/272のバッフアメモリにある動作モ
ードレジスタを使用します。バッファメモリには2つ の動作モードレジス

タがあり、各々、チャンネル1と チャンネル2に 使います。したがって、

動作モードをチャンネル1と チャンネル2に 個局」に設定できます。例えば、

チャンネル1を 90°位相差バイパルスカウンタに、チャンネル2を スピード

カウンタに設定できます。
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5.動 作モー ドの設

5,2

動作モー ドレジスタの P1232/272を使用するには、P1232/373のバッフアメモリに割り当てられる動

設定  作モードレジスタに正確なデータを設定 (書き込む)こ とが重要です (セク

ション4.2.6を参照)。

動作モードレジスタ :

くチャンネル1〉

H8018

F E D C B A 9 8 7 6 5 4 3 2 1  0

末使用 (0)1      動作モー ドデータ

くチャンネル2〉

H8019

F E D C B A 9 8 7 6 5 4 3 2  1  0

末使用 (0)1      動作モー ドデータ

下記の表は各モード設定用の動作モードレジスタに書き込まれる動作モード

データを示します。

このデータを動作モードレジスタに書き込むには、WRITE命令 (FUN0238)を

使います。

動作モードデータ

下記の表では、動作モードデータ項目にある括弧内の数字は動作モードデー

タの 10進法を示します。

(1)90°位相差メヽイパルスカウンタモード

A/8相 の交換 ゲート強制 パルスカウント
モード

動作モード

データ

通 常 通常 通常 H0002  (2)

逓倍 H0042  (66)

B翁待J 通常 H0102  (258)

逓倍 H0142  (322)

交換 通常 通常 H0802  (2050)

逓倍 H0842  (2114)

強制 通常 H0902  (2306)

逓倍 H0942  (2370)
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5.動 作モー ドの設定

(2)UP/DOWNパ ルスカウンタモード

(3)オ ートリセットユニブヽ―サルカウンタモード

(4)ユ ニバーサルカウンタモード

(5)ス ピードカウンタモード

A/B相 の交換 ゲート強制 パルスカウント
モード

動作モード

データ

通常 通常 通常 H0000  (0)

逓倍 H0040  (64)

強制 通常 H0100  (256)

逓倍 H0140  (320)

交換 通常 通常 H0800  (2048)

逓倍 H0840  (2112)

]会待」 通常 H0900  (2304)

逓倍 H0940  (2368)

ゲート強制 パルスカウント
モード

動作モード

データ

通 常 通常 H0081 (129)

逓倍 H0001 (193)

3翁待」 通常 H0181  (385)

逓倍 H0101  (449)

ゲート強制 パルスカウント
モード

動作モード

データ

通常 通常 H0001 (1)

逓倍 H0041 (65)

3釜缶J 通常 ‖0101  (257)

逓倍 H 0 1 4 1 ( 3 2 1 )

パルスカウント
モード

サンプリング時間 動作モード

データ

通常 0 . 0 1 s H0005  (5)

H0205  (517)

H0405  (1029)

逓倍 0 . 0 1 s ‖0045  (69)

H0245  (581)

H0445  (1093)
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5.動 作モー ドの設定

(6)プ ログラマブルインターパルタイマモード

(7)ゲ ートONタイマモード

ゲート強制 パルスカウント

モード

内き『クロック 動作モード

データ

通常 通常 lkHz H0091  (145)

10kHz H00Al (161)

100kHz H0081  (177)

逓倍 lkHz H00Dl  (209)

10kHz H00[1  (225)

100kHz H00Fl (241)

B翁帝」 通常 lkHz H 0 1 9 1 ( 4 0 1 )

10kHz H 0 1 A l ( 4 1 7 )

100kHz H0181  (433)

逓倍 lkHz H01Dl  (465)

10kHz H 0 1 [ 1 ( 4 8 1 )

100kHz H01Fl  (497)

パルスカウント
モード

内き『クロック 動作モード

データ

通常 lkHz ‖00 1 1 ( 1 7 )

10kHz H0021 (33)

100kHz H0031  (49)

逓悟 lkHz H0051  (81)

10kHz ‖0061  (97)

400kHz H 0 0 7 1 ( 1 1 3 )
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5.動 作モー ドの設定

△ 注意
動作モード、設定値等の書込み (WRITE命令)の 実行は、必す2ス キャン

目以降で行なわれる様プログラム作成 して下さい。 (1ス キャンロでは

WRITE命令を実行しても書込みは行われません)。

動作モードを設定するT2のサンプルプログラムは次のとおりです。

このサンプルプログラムでは、P1232/272の動作モードはT2プログラムの

2ス キャンロで設定されます。

サンプル 4:

このプログラムは、ゲートB翁制 (A/8相の交換は通常)を 使つて、チャンネ

ル1を逓1吉パルスカウントモードの 90°位相差バイパルスカウンタヘ、チャ

ンネル2を通常パルスカウントモードの1秒スピードカウンタヘ設定します。

P1232/272はXW000とYW001へ督」り当てられてしヽるものと想定してしヽます。

[ 00322 朋 D00101-t

(H8018)
[-32744 W D40001-t

tD0010 WRHE D4000

01029 W D0011

00002 MOV D4001

―' XH000

このプログラムを実行すると、データ 322(H0142)と029(H0405)は、各短、

P1232/272のバッフアメモリのアドレス‖8018とH8019へ書き込まれます。

サンプル 2:

このプログラムは、ゲート強制機能を使つて、チャンネル1を通常パルスカ

ウントモードのオートリセットユニバーサルカウンタヘ設定し、逓倍パルス

カウントモードの 10kHzクロックを使つて、チャンネル2を ゲートONタイマ

ヘ設定します。

P1232/272はXW000とYW001へ書」り当てられているものと想定しています。

〔 00129 MDV D0010]―[

(H8018)
〔-32744 朋 D40001-[

[D0010口収圧TE D4000

00097 MOV D0011

00002 MOV D4001

―' X口000

このプログラムを実行すると、データ129(‖0081)と97(H0061)はP1232/272

のバッフアメモリアドレスH8018とH8019に書き込まれます。
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6.機 能の詳細

6.1

90°位相差ノヽイパルス (1)モード設定
カウンタモード A/B相 の交換 ゲート強制 パルスカウント

モード

動作モード

データ

通常 通常 通常 H0002  (2)

逓信 H0042  (66)

]翁待J 通常 H0102  (258)

逓倍 H0142  (322)

交換 通常 通常 H0802  (2050)

逓倍 H0842  (2114)

3貧待」 通常 H0902  (2306)

逓倍 H0942  (2370)

(2)外 部信暑

信号 機能

A相 90°位相差パルス

A相 が先行すると UPカウントします (通常時)

B相 が先行すると DOWNカウントします (通常時)
B相

M相 カウント値をクリアするために使用

(EXTがONの間、M相 ONでクリアします)

ゲート

(G相)

カウンタ動作をイネーブルに設定するために使用

(ゲート強制を使う場合には不要です)

EXT カウンタ値をクリアするために使用 (M相 を参照)
ハードウェア比較出カ

カウント値 〉設定値1の とき、ON

ハー ドウェア比較出力

カウント値 く設定値2の とき、ON

(3)バ ッフアメモリ

名称 アドレス (OH1/OH2) 機能

カウント値 ‖8001,H8000/H8000,H8008 カウント値を格納

(読出し/書込み)

設定値 1 H8003.H8002/H800B,H800A ハードウェア比較出力に使用

(読出し/書込み)設定値2 H8005.H8004/H800D,H8000

ホール ド値 H8007.H8006/H800F・‖800[ ホール ド値を格納

(読出し専用)

モード H8018 / H8019 動作モードの設定に使用

(書込み専用)

(4)コ マンドレジスタ (YW)

名称 ビット位置

(OH1/OH2)
機能

ソフト
ゲート

0/4 カウンタ動作をイネーフルに設定するために使用
(外部ゲートとソフトゲートがONのとき使用電能)

出カー

イネーブル

2/6 ONに 設定してハードウェア比較出力を使用司能に

する

入カー

ディスエー71レ

／
／ ONに 設定してパルスカウントを使用不司にする
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6.機 能の詳細

(5)動 作

P1232/272は位相が互いに90°シフトしているパルスをカウントします。

通常の状態では、A相 パルスがB相 パルスに先行する場合A相 は UPカ

ウント (カロ算)し 、B相 パルスが先行する場合 P1232/272はDOWNカウ

ント (減算)し ます。

P1232/272は最大 50kHzパルスまでカウントします。そのため、カウン

ト速度の最大値は次のとおりです。

通常カウントモード:毎秒 50kカ ウント

逓倍カウントモード:毎秒 200kカウント

このモード機能は、外部ゲートとソフトゲートが共にONの間、使用司

能になります(外部ゲートONでソフトゲートONした時またはソフトゲ
ートONで外部ゲートONした時、カウント値は0に なります)。

ゲート強制機能を使用すると、このモード機能はソフトゲートONによ

り使用司能になります。

バッフアメモリにデータを直接に書き込むと、カウント値を変更でき

ます。

カウント値も次のタイミングでハード的にクリアされOに なります。

a)ゲ ート条件が満たされたとき

b)EXTが ONの間にマーカがONになるとき

(マーカがONになる少なくとも100 ms前にEXTをONにする必要

があります)

カウント値の UPカウントが上限 (16777215)になると、カウント値が

0ヘ リセットされます。カウント値の DOWNカウントが下限 (0)を 下

回ると、カウント値は上限値 (16777215)ヘリセットされます。

コマンドレジスタ (YW)の出カイネーブルビットが ONのとき、ハード

ウェア比較出力 (Slと S2)が使用□能になります。この状態で、カウ

ント値が設定値1よりも大きしヽ揚合、SlがONになります。カウント値

が設定値2よ りも小さい場合、S2がONになります。

コマンドレジスタ (YW)の入カディスエーブルビットが ONの とき、

P1232/272はパルスカウントを停止します。

ゲート条件がOFFになると、その時点でのカウント値はホールドレジス

タに転送されます。
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6.機 能の詳細

A ・ B 相

ゲート

ソフトゲート

167772 1 5

カウント値

設定値 1

設定値2

０

(6)サ ンプルプログラム

次のサンプルプログラムでは、P1232/272はXW000とYW001に割り当て

られるものと想定しています。

・チャンネル 1の 90°位相差バイパルスカウンタモードを設定する(パ

ルスモード =逓 倍、ゲート強制 =な し、A/8相 =通 常)

[ 00066Mじ V D0010

( H 8 0 1 8 )
[-32744 朋 R田050]― [

[D00■O WRITE RW050

2ス キャンロに、モードデータ 66(H0042)がパッファメモリのアド

レスH8018(OHlモード)へ 書き込まれます。

00001 MOV R口051

―' メロ000

／ ＼

／
／

〈
＼

／

／ ／ ＼ ＼

- 5 7 -



6.機 能の詳細

・設定値データを書き込む

チャンネル 1 設定値 1=150000

設定値2=200

[ 0000150000 的 D0013.D0012

[ 0000000200 蜘 D0015'D0014

(H8002)
[-32766 W R口0501-E00004 朋 R田051

[D0012 WRttTE R用050 -→ XW000

R0100がONになると、データ150000と200はH8003-H8002(OHl設定値

1)と H8005-H8004(OHl設定値2)の アドレスヘ書き込まれます。

・ステータスレジスタ (XW000)の読出しとコマンドレジスタ (YW001)

の書込み

チャンネル 1 ソフ トゲート (Y0010)=

出カイネーブル (Y0012) ｍ
Ｎ

Ａ
Ｖ

側
Ｎ

Ｏ

　

〓

R0101がONのとき、Y0010とY0012はONに設定されます。

・カウント値を読み出す

X0003(OHlゲートステータス)が ONのとき、カウント値が読み出さ

れ、ダブルワードレジスタD0101-D0100に格納されます。
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6.機 能の詳細

6 . 2
UP/DOWNパルス
カウンタモード

(1)モ ード設定

A相 /B相 の

交換

ゲート強制 パルスカウント
モード

動作モード

データ

通常 通常 通常 H0000  (0)

逓倍 H0040  (64)

強制 通常 H0100  (256)

逓倍 H0140  (320)

交換 通常 通常 ‖0800  (2048)

逓倍 H0840  (2112)

3会待」 通常 ‖0900  (2304)

逓倍 H0940  (2368)

(2)外 部信号

信号 機能

A相 パルスをUPカ ウントする (通常時)
日本目 パルスをDOWNカウントする (通常時)
M相 カウント値をクリアするために使用画能

(EXTがONの間に、M相 ONでクリアする)
ゲート

(G相)

カウンタ動作をイネーブルに設定するために使用
(ゲート強制の使用時には不要)

(カウンタ動作は、外部ゲートとソフトゲートの両方が
ONの時にイネーブルに設定されます)

EXT カウント値のクリアに使用可能 (M相 を参照)

ハードウェア比較出力

カウント値 〉設定値 1の 時に ON

ハードウェア比較出力

カウント値 く設定値2の 時に ON

(3)バ ッファメモリ

名称 アドレス (OH1/OH2) 機能

カウント値 H8001.H8000/H8009・H8008 カウント値を格納

(読出し/書込み)

設定値 可 H8003'H8002/H8008,H800A ハードウェア比較出力に使用可能

(書込み/読出し)設定値2 H8005,H8004/H800D・H8000

ホール ド値 H8007,H8000/H800F,H800E ホール ド値を格納

(読出し専用)

モード H8018 / H8019 動作モードの設定に使用

(書込み専用)

(4)コ マンドレジスタ (YW)

名称 ビット位置

(OH1/OH2)
機能

ソフト
ゲート

0/4 カウンタ動作をイネーブルに設定するために使用
(外部ゲートとソフトゲートが共にONの時に使用司能)

出カー

イネーブル
2/6 ONに 設定してハードウェア比較出力を使用可能に

する

入カー

ディスエー功レ

／
／ ONに 設定してパルスカウントを使用不司にする
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6.機 能の詳細

(5)動 作

P1232/272はパルスA相 とB相 をカウントします。

通常の状態では、A相 はUPカウント(力3算)し 、B相 は DOWNカウント

鋼 算)し ます。

A相 とB相 が同時にONになると、カウントは実行されません。

通常カウントモードでは、P1232/272はパルスの立上リエッジでカウン

トします。一方、逓倍カウントモードでは、P1232/272はパルスの立ち

上がりと立ち下がリエッジでカウントします。そのため、カウント値は

逓倍カウントモードでは2倍 になります。

P1232/272は最大 100kHzパルスまでカウントします。したがつて、カ

ウント速度の最大値は次のとおりです。

通常カウントモード:毎秒 100kカウント

逓倍カウントモード!毎秒 200kカウント

このモード機能は、外部ゲートとソフトゲートが共に ONの間、使用電

能になります(外部ゲートONでソフトゲートONした時またはソフトゲ
ートONで外部ゲートONした時、カウント値は0に なります)。

ゲート強制機能を使用すると、このモード機能はソフトゲートONによ

り使用司能になります。

データを直接にバッファメモリに書き込むと、カウント値を変更でき

ます。

カウント値も次のタイミングでハード的にクリアされ0に なります。

a)ゲ ート条件が満たされたとき

b)EXTが ONの間にマーカが ONになるとき

(マーカがONになる少なくとも100ms前にEXTを ONにする必要が

あります)

カウント値の UPカウントが上限 (16777215)になると、カウント値が

0ヘ リセットされます。カウント値の DOWNカウントが下限 (0)を 下

□ると、カウント値は上限値 (16777215)ヘリセットされます。

コマンドレジスタの出カイネーブルビット (YW)が ONの とき、ハード

ウェア比較出力 (Slと S2)が 使用電能になります。この状態で、カウ

ント値が設定値1よ りも大きしヽ場合、Slが ONになります。カウント値

が設定値2よ りも小さいとき、S2が ONになります。

コマンドレジスタの入カディスエーフルビット (YW)が ONの とき、

P1232/272はパルスのカウントを停止します。ゲート条件が OFFになる

と、その時点でのカウント値はホールドレジスタに転送されます。
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6.機 能の詳細

A相

B相

ゲート

ソフトゲート

167 7 7 2 1 5

||||||||||||||||lllllllllll1111111111111

|111111!|||||||||||!||||||||||||||||||||

カウント値

設定値 1

設定値 1

設定値 1

(6)サ ンプルプログラム

次のサンプルプログラムでは、P1232/272はXW000とYW001に割り当て

られるものと想定しています。

・UP/DOWNパルスカウンタモードをチャンネル1に設定する

(パルスモード=通 常、ゲート3会制 =強 制、A/8相 =通 常)

[ 00256 翻 D0010

(H8018)
[-32744 W R口050]―[

[D0010 WRITE R田050

00001 MOV R口0511

2ス キャンロに、モードデータ 256(H0100)がバッファメモリのアド

レスH8018(OHlモード)へ 書き込まれます。

―' X口000

／ ＼

／
／

〈
＼

／

／ ／ ＼ ＼
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6.機 能の詳細

四
Ｆ
Ｆ
Ｆ
卜

・設定値データを書き込む

チャンネル 1 設定値 イ =150000

設定値2=200

[ 0000150000 醐 D0013.D0012

[ 0000000200 的 D0015.D0014

(H8002)
[-32766 朋 R田0501-[00004 W R口051

[D0012 WRIW R門050 -● Xコ000

R0100がONになると、データ 150000と200はアドレスH8003-H8002

(OHl設定値 1)と H8005-H8004(OHl設定値2)へ 書き込まれます。

・ステータスレジスタ (XW000)の読出しとコマンドレジスタ (YW001)

の書込み

チャンネル1 ソフトゲート (Y0010)=ON

出カイネーブル (Y0012)=ON

R0101がONのとき、Y0010とY0012はONに設定されます。

・カウント値を読み出す

X0003(OHlゲートステータス)が ONのとき、カウント値が読み出さ

れ、ダブルワードレジスタD0101-D0100に格納されます。
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6.機 能の詳細

6.3
オートリセット (1)モード設定

ユニノヾ―サルカウンタ
モード

ゲート強制 パルスカウント
モード

動作モード

データ

通常 通常 H0081  (129)

逓倍 H0001  (193)

3翁缶」 通常 H0181  (385)

逓倍 H0101  (449)

(2)外 部信暑

信暑 機 能

A相 パルスをUPカウントします
B相 末使用

M相 末使用

ゲート

(G相)

カウンタ動作をイネーフルに設定するために使用

(ゲート強制の使用時には不要)

(カウンタ動作は、外部ゲートとソフトゲートの両方が ON
の時にイネーブルに設定されます)

Ｔ
Ｉ

Ｖ
Ａ

Ｅ
Ｅ 末使用

末使用

未使用

(3)パ ッファメモリ

名称 アドレス (OH1/OH2) 機能

カウント値 H8001・H8000/H8009'H8008 カウント値を格納

(読出し/書込み)

設定値 1 H8003.H8002/H800B,H800A リセットポイン トの設定に使用

(読出し/書込み)

設定値2 H8005,H8004/H800D.H8000 末使用

ホール ド値 H8007.H8006/H800F.H800E ホール ド値を格納

(読出し専用)

モード H8018 / H8019 動作モードの設定に使用

(書込み専用)

(4)コ マンドレジスタ (YW)

名称 ビット位置

(OH1/OH2)

機能

ソフト
ゲート

0/4 カウンタ動作をイネーブルに設定するために使用
(外言8ゲートとソフトゲートが共にONの時に使用司能)

出カー

イネープル
2/6 末使用

入カー

ディスエー功レ
3/7 ONに設定してパルスカウントを使用不可にする
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6.機 能の詳細

(5)動 作

P1232/272はA相 へ入る単一位相パルスをUPカウントします。

通常カウントモードでは、P1232/272はパルスの立上リエッジでカウン

トします。一方、逓倍カウントモードでは、P1232/272はパルスの立ち

上がりと立ち下がリエッジでカウントします。そのため、カウント値は

逓倍カウントモードでは2倍 になります。

P1232/272は最大 100kHzノ将ルスまでカウントします。したがって、カ

ウント速度の最大値は次のとおりです。

通常カウントモード:毎秒 100kカウント

逓倍カウントモード:毎秒 200kカウント

このモード機能は、外部ゲートとソフトゲートが共に ONの間、使用可

能になります(外部ゲートONでソフトゲートONした時またはソフトゲ
ートONで外部ゲートONした時、カウント値は0に なります)。

ゲート強制機能を使用すると、このモード機能はソフトゲートONによ

り使用司能になります。

カウント値はゲート条件が満たされるタイミングでクリアされ0に な

ります。

また、データを直接にバッファメモリに書き込むと、カウント値も変更

できます。

カウント値が設定値1に達すると、その値を0(ゼ ロ)に リセットしま

す。設定値1は 1～ 16777215の範囲で設定司能です。

ゲート条件が OFFになると、その時点でのカウント値はホールドレジス

タに転送されます。

||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||A相

ゲート

ソフトゲート

カウント値
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6.機 能の詳細

(6)サ ンプルプログラム

次のサンプルプログラムでは、P1232/272はXW000とYW001に書」り当て

られるものと想定しています。

・チャンネル 1の オートリセットユニバーサルカウンタモードを設定

する

(パルスモード =通 常、ゲート強制 =な し)

〔 00129 HOV D0010

(H8018)
[…32744 団 m50H0000■  団 帥 51

[D0010 口R圧□  R口050 -う Xコ000

2ス キャンロに、モードデータ 129(H0081)が バッファメモリの

ア ドレス H8018(OHlモード)へ 書き込まれます。

設定値データを書き込む

チャンネル1 設定値1=90000

[ 0000090000 蜘 D0013・ D0012

(H8002)
[-32766 朋 R口050H00002団 R口051

[D0012 配 TE R田050 -→ 抑 00

R0100がONになると、データ 90000はアドレス料8003-H8002(OHl設

定値 1)へ 書き込まれます。

・ステータスレジスタ (XW000)の読出しとコマンドレジスタ (YW001)

の書込み

チャネル1 ソフトゲート (Y0010)=ON

R010が ONのとき、Y0010は ONに設定されます。

劇
―

０迎

一て
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6.機 能の詳細

・カウント値を読み出す

X0003(OHlゲートステータス)が ONのとき、カウント値が読み出さ

れ、ダブルワードレジスタD0101-D0100に格納されます。
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6.機 能の詳細

6.4
ユニノヾ―サルカウンタ (1)モード設定

モード ゲート強制 パルスカウント
モード

動作モード

データ

通常 通常 H0001  (1 )

逓倍 ‖0041  (65)

3会待」 通常 ‖0101  (257)

逓倍 H 0 1 4 1 ( 3 2 1 )

(2)外 部信号

信暑 機能

A相 パルスをUPカウントする
B相 末使用

M相 末使用

ゲート

(G相)

カウンタ動作をイネーブルに設定するために使用
(ゲート3会制の使用時には不要)
(カウンタ動作は、外部ゲートとソフトゲートの両方が ON
の時にイネーブルに設定されます)

EXT 末使用

ハー ドウェア比較出カ

カウント値 〉設定値 1の 時に ON

末使用

(3)パ ッファメモリ

名称 アドレス (OH1/OH2) 機 能

カウント値 H8001.H8000/H8000.H8008 カウント値を格納

(読出し/書込み)

設定値 イ H8003.H8002/H800B,H800A ハードウェア比較出力に使用司能

(書込み/読出し)

設定値2 H8005・H8004/H800D・H8000 末使用

ホール ド値 H8007.H8006/H800F,H800[ ホール ド値を格納

(読出し専用)

モード H8013 / H8019 動作モー ドの設定に使用

(書込み専用)

(4)コ マンドレジスタ (YW)

名称 ビット位置

(OH1/OH2)

▲
目機

ソフト
ゲート

0/4 カウンタ動作をイネープルに設定するために使用
(外吉]ゲートとソフトゲートが共にONの時に使用可能)

出カー

イネーブル
2/6 ONに 設定してハードウェア比較出力を使用司能に

する

入カー

ディスエー功レ

／
／ ONに 設定してパルスカウントを使用不司にする
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6.機 能の詳細

(5)動 作

P1232/272はA相 に入る単―位相パルスを UPカウントします。

通常カウントモードでは、P1232/272はパルスの立上リエッジでカウン

トします。一カ、逓倍カウントモードでは、P1232/272はパルスの立ち

上がりと立ち下がリエッジでカウントします。そのため、カウント値は

逓倍カウントモードでは2倍 になります。

P1232/272は最大 100kHzパルスまでカウントします。したがつて、カ

ウント速度の最大値は次のとおりです。

通常カウントモード:毎秒 100kカ ウント

逓倍カウントモード:毎秒 200kカ ウント

このモー ド機能は、外部ゲートとソフ トゲー トが共に ONの 間、使用司

能になります(外部ゲートONでソフトゲートONした時またはソフトゲ
ートONで外部ゲートONした時、カウント値は0に なります)。

ゲート強制機能を使用すると、このモード機能はソフトゲートONによ

り使用司能になります。

カウント値はゲート条件が満たされるタイミングでクリアされ0に な

ります。

また、データを直接にバッフアメモリに書き込むと、カウント値も変更

できます。

カウント値が上限値 (16777215)を超えると、0(ゼ ロ)に リセットさ

れます。

コマンドレジスタ (YW)の出カイネーブルビットが ONの とき、ハード

ウェア比較出力 (Sl)が使用可能になります。この状態で、カウント値

が設定値1よ りも大きい場合、Slが ONになります。

ゲート条件がOFFになると、その時点でのカウント値はホールドレジス

タに転送されます。

||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||A相

ゲート

ソフトゲート

167 7 7 2 1 5

カウント値
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6.機 能の詳細

(6)サ ンプルプログラム

次のサンプルプログラムでは、P1232/272はXW000とYW001に書」り当て

られるものと想定しています。

・チャンネル 1のユニアヽ一サルカウンタモードを設定する

(パルスモード =通 常、ゲート強制 =強 制)

[ 00257 HOV D0010

( H 8 0 1 8 )
[-32744 MOV R"050H00001 HOV R田051

[D0010 WRETE R口050 -' XW000

2ス キャンロに、モードデータ 257(H0101)が バッフアメモリの

ア ドレス H8018(OHlモ ード)へ 書き込まれます。

設定値データを言き込む

チャンネル1 設定値イ=90000

[ 0000090000 -D0013・ D0012

(H8002)
[-32766 朋 R口050H00002朋 R口051

〔D0012 WRITE R脚050 -' X口000

R0100がONになると、データ 90000はアドレスH8003-H8002(OHl設

定値 1)へ書き込まれます。

・ステータスレジスタ(XW000)の読出しとコマンドレジスタ(YW001)の

書込み

チャンネル1 ソフトゲート (Y0010)=

出カイネーブル (Y0012) Ｎ０

Ｎ０

　

〓

R0101が ONの とき、Y0010と Y0012は ONに設定されます。
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6.機 能の詳細

・カウント値を読み出す

X0003(OHlゲートステータス)が ONのとき、カウント値が読み出さ
れ、ダブルワードレジスタD010+D0100に格納されます。
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6.機 能の詳細

6.5
スピードカウンタ (1)モード設定

モード パルスカウント
モード

サンプリング

時間

動作モード

データ

通常 0 . 0 1 s H0005  (5)

H0205  (517)

H0405  (1029)

逓倍 0 . 0 1 s ‖0045  (69)

H0245  (581)

H0445  (1003)

(2)外 部信号

信暑 機能

A相 パルスをUPカウントする
B相 末使用

M相 末使用

ゲート(G相) 末使用

EXT 末使用

ハー ドウェア比較出力

カウント値 〉設定値 1の 時に ON

末使用

(3)バ ッファメモリ

名称 アドレス (OH1/OH2) 機能

カウント値 H8001,H8000/H8009.H8008 カウント値を格納

(読出し/書込み)

設定値 1 H8003・H8002/H800B.H800A ハードウェア比較出力に使用司能

(書込み/読出し)

設定値2 H8005.H8004/H800D.H8000 用使末

ホール ド値 H8007.H8006/H800F・H800E カウント値をサンプリング時間に格納

(読出し専用)

モー ド H8018 / H8019 動作モードの設定に使用

(書込み専用)

(4)コ マンドレジスタ (YW)

名称 ビット位置

(OH1/OH2)
機能

ソフト
ゲート

／
／ カウンタ動作をイネーフルに設定するために使用

(ONの間使用司能)

出力…

イネーブル

2/6 ONに 設定してハードウェア比較出力を使用可能に
する

入カー

ディスエー功レ

3/7 ONに 設定してパルスカウントを使用不司にする
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6.機 能の詳細

(5)動 作

P1232/272は指定サンプリング時間中にA相 に入る単一位相パルスをカ

ウントします。

サンプリング時間は0.01秒、0.4秒、1秒のいすれかから選択できます。

通常カウントモードでは、P1232/272はパルスの立上リエッジでカウン

トします。一方、逓倍カウントモードでは、P1232/272はパルスの立ち

上がりと立ち下がリエッジでカウントします。そのため、カウント値は

逓倍カウントモードでは2倍 になります。

P1232/272は最大 100kHzパルスまでカウントします。したがって、カ

ウント速度の最大値は次のとおりです。

通常カウントモード:毎秒 100kカウント

逓倍カウントモード:毎秒 200kカウント

このモード機能は、ソフトゲートがONの間、使用口能になります。

サンプリング時のカウント値はホールドレジスタに転送されます。ホー

ルドレジスタを読み出すことにより、パルスレートを測定できます。

コマンドレジスタの出カイネーブルビット (YW)が ONの とき、ハード

ウェア比較出力 (Sl)が使用司能になります。この状態で、カウント値

が設定値1よ りも大きい場合、Slが ONになります。
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6.機 能の詳細

A相

ソフトゲート

カウント値

ホール ド値

0

Sl

|||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||

△Tiサ ンプリング時間 二0.01s、0.lsまたはls

(6)サ ンプルプログラム

次のサンプルプログラムでは、P1232/272はXW000とYW001に書」り当て

られるものと想定してしヽます。

・チャンネル1の 1秒サンプリングスピードカウンタモードを設定する

(パルスモード =通 常)

[ 01029 師 D0010

(H8018)
[-32744 MOV R口050H00001 MOV RH051

[D0010口 RITE R口050 -' XH000

2ス キャンロに、モードデータ 1029(H0405)がバッファメモリの

アドレスH8018(OHlモード)へ 書き込まれます。
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6.機 能の詳細

・設定値データを書き込む

チャンネル1 設定値1=30000

R0100がONになると、データ30000はアドレスH8003-H8002(OHl設

定値1)の アドレスヘ書き込まれます。

・ステータスレジスタ (XW000)の読出しとコマンドレジスタ (YW001)

の書込み

チャンネル1 ソフトゲート (Y0010)=ON

出カイネーブル (Y0012)=ON

R0101がONのとき、Y0010とY0012はONに設定されます。

・ホールド値を読み出す

R0101がONのとき、ホールド値が読み出され、ダブルワードレジス

タ D0103-D0102に格納されます。
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6.機 能の詳細

6。6
プログラマブル (1)モード設定
インターバル
タイマモード

ゲート強制 パルスカウント
モード

内部クロック 動作モード

データ

通常 通常
Ｈｋ H0091  (145)

10kHz H 0 0 A l ( 1 6 1 )

100kHz H00Bl (177)

逓倍
ロ
ロ H00Dl  (209)

10kHz H00El  (225)

100kHz H00Fl (241)

]会常」 通常 Ｈｋ H 0 1 9 1 ( 4 0 1 )

10kHz H 0 1 A l ( 4 1 7 )

100kHz H0181 (433)

逓倍
ｕ
ｎ

‐
タト H01Dl (465)

10kHz H 0 1 E l ( 4 8 1 )

100kHz H01Fl  (497)

(2)外 部信号

信号 機能

A相 末使用

B相 末使用

M相 末使用

ゲート

(G相)

カウンタ動作をイネーブルに設定するために使用
(ゲート強制の使用時には不要)

Ｔ
Ｉ

Ｖ
Ａ

Ｅ
Ｅ 末使用

末使用

末使用

(3)バ ッファメモリ

名称 アドレス (OH1/OH2) 機能

カウント値 H8001・H8000/H8009,H8008 カウント値を格納

(読出し/書込み)

設定値 1 H8003,H8002/H800B,H800A インターパルの設定に使用

(読出し/書込み)

設定値2 H8005.H8004/H8000.H8000 用使末

ホール ド値 H8007.H8006/H800F・H800E ホール ド値を格納

(読出し専用)

モード H8018 / H8019 動作モー ドの設定に使用

(書込み専用)

(4)コ マンドレジスタ (YW)

名称 ビット位置

(OH1/OH2)
機能

ソフト
ゲート

／
′ わウンタ動作をイネーブルに設定するために使用

(外部ゲートとソフトゲートが共にONの時に使用司能)
出カー

イネーブル
末使用

入カー

ディスエー功し
3/7 ONに 設定してカウントを使用不可にする
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6.機 能の詳細

(5)動 作

外部パルスの代わりに、P1232/272は内部クロックパルスをカウントし

ます。このため、このモードで P1232/272はフリーランエングタイマと

して動作します。

内部クロックの周波数は1、 10、100 kHzのしヽすれかから選択できます。

通常カウントモードでは、P1232/272は内部クロックパルスの立上リエ

ッジでカウントします。一方、逓倍カウントモードでは、P1232/272は

内部クロックパルスの立ち上がりと立ち下がリエッジでカウントしま

す。下の表はカウント値を1すつ増加する時間ベースを示してしヽます。

カウントモード 内部クロック 時間ベース

(=1カウント)

通常
Ｕ
口 ｍ

10kHz 0.lms

100kHz 0.01ms

逓倍
ｕ
ｎ

‐
夕ヽ 0.5ms

10kHz 0.05ms

100kHz 0.005ms

このモード機能は、外部ゲートとソフトゲートが共に ONの 間、使用可

能になります(外部ゲートONでソフトゲートONした時またはソフトゲ
ートONで外部ゲートONした時、カウント値は0に なります)。

ゲート強制機能を使用すると、このモード機能はソフトゲートONに よ

り使用□能になります。

カウント値が設定値1に達すると、その値を0(ゼ ロ)に リセットします。

設定値1は 1～ 16777215の範囲で設定可能です。

ゲート条件が OFFになると、その時点でのカウント値はホールドレジス

タに転送されます。

設定値 1

カウント値
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6.機 能の詳細

(6)サ ンプルプログラム

次のサンプルプログラムでは、P1232/272はXW000とYW001に書Jり当て

られるものと想定しています。

・チャンネル1のモードに 10kHzプログラマブルインターバルタイマ

を設定する

(パルスモード =通 常、ゲート強制 =B金制)

[ 00417 W D0013・ D0010

( H 8 0 1 8 )
[-32744 W R田0501‐[00001 師 RW051

[D0010 HRITE R田050 -→ X田000

2ス キャンロに、モードデータ 417(H01Al)がバッファメモリのアド

レスH8018(OHlモード)へ書き込まれます。

・設定値データを書き込む

チャンネル1 設定値1=65536

[ 0000065536 帥 D0013・ D0012

(H8002)
[-32766 朋 R口050H00002 朋 R口051

[D0012 WRm R門050 -→ X口000

2ス キャンロに、データ 65536が ア ドレス H8003-H8002(OHl設 定

値 1)へ 書き込まれます。

・ステータスレジスタ (XW000)

の書込み

チャンネル1 ソフトゲート

1博
1伴

の読出しとコマンドレジスタ (YW001)

(Y0010) = ON

輩
°
,引

R0101が ONのとき、Y0010は ONに設定されます。
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6.機 能の詳細

・カウント値を読み出す

X0003(OHlゲートステータス)が ONのとき、カウント値が読み出さ

れ、ダブルワードレジスタD0101-D0100に格納されます。
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6.機 能の詳細

6.7
ゲートONタイマモード (1)モード設定

パルスカウント

モード
内部クロック 動作モード

データ

通常
ｕ
ｎ H 0 0 1 1 ( 1 7 )

10kHz H0021  (33)

100kHz H0031  (49)

逓倍
Ｕ
同 H0054 (81)

10kHz H0001  (97)

100kHz H 0 0 7 1 ( 1 1 3 )

(2)外 きB信号

信号 機能

A相 末使用

B相 末使用

M相 末使用

ゲート(G相) ゲー ト機能の ON期 間を測定
Ｆ
ｉ

Ｖ
Ａ

Ｅ
Ｅ 末使用

ハードウェア比較出カ

カウント値 〉設定値 1の 時に ON

末使用

(3)バ ッファメモリ

名称 アドレス (OH1/OH2) し
ヒ

▲
目機

カウント値 H8001,H8000/H8009・H8008 カウント値を格納

(読出し/書込み)

設定値 1 H8003.H8002/H800B・‖800A ハードウェア比較出力に使用可能

(書込み/読出し)

設定値2 H8005.H8004/H800D.H8000 末使用

ホール ド値 H8007.H8006/H800F・H800[ カウント値をゲートON期間に格納

(読出し専用)
モー ド H8018 / H8019 動作モードの設定に使用

(書込み専用)

(4)コ マンドレジスタ (YW)

名称 ビット位置

(OH1/OH2)
機能

ソフト

ゲート
0/4 カウンタ動作をイネーブルに設定するために使用

(ソフトゲートがONの間使用可能)
出カー

イネーブル
2/6 ONに 設定してハードウェア比較出力を使用画能に

する

入カー

ディスエー功レ
3/7 ONに 設定してカウントを使用不司にする
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6.機 能の詳細

(5)動 作

P1232/272はゲート信号 ON状態の時間を測定します。

時間は Pi232/272の内吉Bクロックパルスをカウントして測定します。内

部クロックの周波数は1、 10、100kHzのしヽすれかから選択できます。

通常カウントモードでは、P1232/272は内部クロックパルスの立上リエ

ッジでカウントします。一カ、逓倍カウントモードでは、P1232/272は

内部クロックパルスの立ち上がりと立ち下がリエッジでカウントしま

す。下の表はカウント値を1すつ増加する時間ベースを示しています。

カウント範囲は1～ 16777215です。また、カウントロ能時間も表に示

します。

カウントモード 内部クロック 時間ベース

(=1カウント)

カウント司能時間

通常
Ｈｋ

ｍ lms～16777.215s

10kHz 0.lms 0.lms～1677.7215s

100kHz 0.01ms 0.01msヘフ167.77215s

逓倍
ｕ
ｎ

し
ヽ 0。5ms 0.5ms-8388.6075s

10kHz 0.05ms 0.05ms-838.86075s

100kHz 0.005ms 0.005msハウ83.886075s

このモード機能は、ソフトゲートがONの間、使用□能になります。

ゲート信号が ONに変わると、カウントは0か ら開始します。ゲート信

号がOFFに変わると、カウント値はホールドレジスタに転送されます。

例えば、10kHz逓倍モード設定でホールドレジスタ値が 7863の場合、

ゲートON時間は次のようになります。

786 3  x  O . 0 5 m s  i  3 9 3 . 1 5 m s

コマンドレジスタ (YW)の出カイネーフルビットが ONのとき、ハード

ウェア比較出力 (Sl)が使用可能になります。この状態で、カウント値

が設定値1よりも大きしヽ揚台、SlがONになります。
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6.機 能の詳細

ソフトゲート l                        l

ゲート

カウント値

(6)サ ンプルプログラム

次のサンプルプログラムでは、P1232/272はXW000とYW001に割り当て
られるものと想定しています。

・チャンネル1のモードに10kHzゲートONタイマモードを設定する

(パルスモード =逓 倍)

[ 00097 HOV D0010

(H8018)
[-32744 朋 帥 5唖 00001 朋 帥 51

[D0010 WRmE R口050 -' XW000

2ス キャンロに、モードデータ 97(H0061)がバッファメモリのアド

レスH8018(OHlモード)へ 書き込まれます。
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6.機 能の詳細

・設定値データを書き込む

チャンネルイ 設定値1=90000

[ 0000090000 醐 D0013・ D0012

(H8002)
[-32766 朋 R田050H00002 朋 R田051】

[D0012口 嗅圧TE R田050 -→ DW000]

R0100がONになると、データ 90000はアドレスH8003-H8002(OHl設

定値1)へ 書き込まれます。

・ステータスレジスタ(XW000)の読出しとコマンドレジスタ (YW001)の

書込み

チャンネル1 ソフトゲート (Y0010)=ON

出カイネーブル (Y0012)=ON

R0101がONのとき、Y0010とY0012はONに設定されます。

・ホールド値を読み出す

X0003(OHlゲートステータス)が OFFに変更されると、ホールド値

が読み出され、ダブルワードレジスタD0103-D0102に格納されます。
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付録

FUN237特 殊モジュールデータ読出し (R[AD)

特殊モジュールから指定範囲のデータを読み出します。

実行出力
C]一一一生

入

A . 1

READ命令富羊細

機能
。この機能はオペラン ドAに より指定される特殊モジュールのバ ッ

フアメモリからデータを読み出し、オペラン ドCか ら始まる T2レ

ジスタに格納します
。転送ツースアドレス

(バッフアメモリア

ドレス)は オペラン

ドBに より指定され

ます。
・転送サイズ (ワード数)

オペランド

はオペランドB■1に より指定されます。

プログラム例

入力 処理 出 力
Ｅ
Ｆ

Ｄ
ｎ

Ｅ
Ｅ

Ｅ
Ｆ

〔
υ 不実行

Ｅ
Ｆ

Ｃ
Ｆ

〔
Ｕ

ｍ
Ｎ

Ａ
Ｖ 正常時実行 Ｎ０

エラー (注2参 照) Ｎ０ Ｍ
Ｎ

〔
Ｕ

ぱ
牌 [剛 隅 D RWO10→ 剛 側 ―

引

R0000がONの時、RW011により指定されるサイズのバッフアメモリ

データは読み出され D0100以降に格納されます。このバッフアメモ

リデータはXW000に割り当てられた特殊モジュールのRW010により

示されるアドレスから開始します。

読み出されるワード数の最大は 256ワード(P1232/272は16ワード)

です。

XW000特殊モジュール         T2

レジスタ 定数 インデックス

オペラント 名称 ＷＹ ＝ Ｗ Ｗ Ｔ C Ｄ Ｆ Ｗ Ｗ０ | Ｊ Ｋ

Ａ 特殊
モジューlb

Ｖ Ｖ Ｖ Ｖ

Ｂ 転送
パラメータ

Ｖ Ｖ Ｖ Ｖ V Ｖ Ｖ Ｖ Ｖ Ｖ

C 転送先先酵
レジスタ

Ｖ Ｖ Ｖ Ｖ Ｖ Ｖ Ｖ Ｖ Ｖ Ｖ Ｖ

パッファメモリ

[  十十1+|:::::]
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付録

注 1)

この特殊モジュールを指定済みのレジスタから指定てきるだけでなく

挿入位置からも指定できます。挿入位置は、次のように、オペランドA

の定数データにより指定できます。

(ユニット番号)X256+(ス ロット番号)

H□ □□□

↑ 
小
    至呈サi喜暑:tl十遷魯告|

例えば、特殊モジュールをスロット4、ユニット0(基 本ユニット)に

挿入し、XW008-YW09に割り当てると、次の2つ の READ命令は同じにな

ります。

一     [XW008 READ RW010 → D0100]―――――

一     [H0004 READ RW010 -, D0100]―――――

注 2)

READ命 令は次の場合にはエラーとなり実行されません。エラー時には

ERF(命 令エラーフラグ =S0051)が ONに 設定されます。
・オペラン ドAが 有効定数 (注 1を 参照)以 外か XW/YWレ ジスタ以外の

とき
・指定特殊モジュールが切断されているとき
。指定特殊モジュールに無応答エラーが発生するとき
・転送ワード数が 256ワードを越えるとき
・転送元テーブルが有効範囲外のとき
・転送先テーブルが有効範囲外のとき

ユエット番号 進

０ ｕ
日

1
ｕ
Ｒ

２ ｕ
Ｒ

３ Ｕ
口

スロット番号 進

０ ロ
ロ

1
凹
日

２ ｕ
日

３ Ｕ
Ｒ

４ ｕ
ｍ

５ 日
Ｒ

６ じ
同

７ ｕ
ｎ
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付録

FUN238特 殊モジュールデータ出力 (WRITE)

特殊モジュールに指定範囲のデータを出力します。

入力
一一― [A WRITE B→

実行出力
C]‐一一

A.2
WRITE命令詳細

機能
。この機能は、オペランドAか ら始まる T2レ ジスタに格納されたデ

ータを、オペランドCに より指定される特殊モジュールのパッフア

メモリヘ転送します。
・指定アドレス (バッ

ファメモリアドレス)

がオペランドBに より

指定されます。
・転送サイズ (ワード数)

オペランド

入 力 処理 出 力
Ｄ
ｎ

Ｅ
こ

〔
Ｖ 不実行

〔
υ

Ｍ
Ｎ

ｎ
ｕ 正常時実行

ｍ
Ｗ

〔
υ

エラー (注2参 照)
Ｍ
Ｎ

〔
Ｕ

ｍ
Ｎ

Ａ
Ｖ

がオペランドB■1に より指定されます。

プログラム例

ぱ粍[剛側附剛→柵]―引
R0000がONの時、RW011により指定されたサイズのレジスタデータ

は D0100から始まり、パッファメモリヘ転送されます。このバッフ

アメモリはYW001に書」り当てられた特殊モジュールの RW010により

示されるアドレスから開始します。

転送司能なワード数の最大は 256ワード (P1232/272は6ワ ード)

です。

XW001特 殊モジュール

レジスタ 定靭 インデックス

オペランド 名称 ＷＹ Ｗ Ｄ
ｎ Ｗ Ｔ Ｃ Ｄ Ｆ ｎ

υ |
Ｊ Ｋ

Ａ 転送元先頭

レジスタ
Ｖ Ｖ Ｖ Ｖ Ｖ Ｖ Ｖ Ｖ Ｖ Ｖ Ｖ

Ｂ 転送
ブギラメータ

Ｖ Ｖ Ｖ Ｖ Ｖ Ｖ
V Ｖ Ｖ V

C 特殊
モジューlb

Ｖ Ｖ Ｖ Ｖ

ヤ四 ヽ

附圏]牧

バッフアメモリ
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付録

注 1)

この特殊モジュールを指定済みのレジスタから指定てきるだけでなく

挿入位置からも指定できます。挿入位置は、次のように、オペランドC

の定数データにより指定できます。

(ユニット番号)X256+(ス ロット番号)

H□ □□□

↑ 
↑
    至呈じ:喜[:il十遷畳||

例えば、特殊モジュールをスロット2、 ユエット1(拡 張ユニット11)

に挿入し、XW020-YW021に割り当てると、次の2つ のWRITE命令は同じ

になります。

一     [D0100 WRITE RW010 → XW020]―

―     [D0100 WRITE RW010 -→ H0102]―

注 2)

WRITE命 令は次の場合にエラーとなり実行されません。エラー時には

ERF(命 令エラーフラグ =S0051)が ONに 設定されます。
・ オペラン ドCが 有効定数 (注 1を 参照)以 外か XW/YWレ ジスタ以外の

とき
・指定特殊モジュールが切断されているとき
・指定特殊モジュールで無応答エラーが発生するとき
・転送ワード数が 256ワードを越えるとき
・転送元テーブルが有効範囲外のとき
・転送先テーブルが有効範囲外のとき

ユニット番号 1 6 進
０ 口

同

1
日
Ｒ

２ ｕ
ｎ

３ コ
Π

スロット番号 4 6 進
０ ｕ

ｎ

1
凹
同

２ ｕ
Ｒ

３ 日
Ｒ

４ ロ
ロ

５ 凹
同

６ ｕ
日

７ ｕ
Ｒ
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